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1. 背景と目的 

有明海は，佐賀県・福岡県・長崎県・熊本県の 4県

で囲まれた九州最大の閉鎖性の海であり，干満の大きさ

や流入河川の多さ，塩分濃度の変化などの特徴がみられ

る．有明海沿岸に広がる干拓地では，長期にわたり農業

が営まれてきた．また，この地域では用水を地下水に頼

る場合が多いため，欠かすことのできない水資源となっ

ている．しかし，近年，有明海に面する荒尾市におい

て，地下水の塩水化の報告がなされている 1)． 

一度地下水の塩水化が生じると，その回復には長期間

かかる．そのため，地表面から淡水を供給して，塩水を

押し戻すという方法がなされている．ただし，この方法

ではその施設にかかる建設費や維持管理費といったコス

トが生じる． 

一方で，水田の多面的機能のひとつに，地下水の涵養

能力がある．これは，稲作では代かき・田植えの開始時

期から登熟期まで湛水されるので，約 4か月間は地下水

涵養を行うことが可能となる．しかし，干拓地の実測値

は少なく，水田の塩水化防止の効果は定量的に明らかに

なっていない． 

そこで，本研究では水田農業の塩水化防止の効果を評

価することを目的とする．  

2. 玉名市横島町の概要 2) 

玉名市はトマト・イチゴの産出額が日本第2位を誇

り，農業地域として有名である．調査対象地区は一級河

川である菊池川と2級河川である唐人川に囲まれた横島

干拓地である．横島地区中央には明辰川と甲申川が流れ

ている．代かき期は6/11～6/20，かんがい期は6/21～

10/20，非かんがい期は10/21～6/10となっている． 

総面積は16.95 kmで内訳として水田面積が7.67 

km，畑地面積が2.49 km，住宅・建物等が6.68 kmと

農地面積が6割を占める．本地区の総面積のうち87％

が干拓地で，古くから干拓が行われてきた．干拓地の大

部分は水田として利用されていたが，昭和40年代から

は施設園芸が盛んになり，現在はトマトとイチゴの産出

額は全国でも上位に位置している．また，横島町の沿岸

部では，潮位差が4~5 mにもなる．  

3. 研究内容 

 3-1. 水位とECの連続観測 

 排水路の水位観測を2019年 1月 30日から行っ

た．調査対象となる地区を下の図 1に示す．排水

位の観測は，明辰川の上流と下流の2所（地点

3，5），甲申川の上流と下流に 3ヶ所（地点1，

4，7），唐人川付近に2ヵ所（地点9，10），有明

海側に3ヶ所し（地点6，7，8），合計10ヶ所に

て行った．水圧センサーにより，10分間隔で水圧

データを計測し，大気圧補正を行い，水位換算し

て結果をまとめた．また，地点4，7，8，9，10

の 5ヵ所においては，EC計も設置して，15分間

隔で計測した． 

3-2. 水質分析 

水質の調査期間は，2019年 2月から毎月1回

の現地調査時に水位計を設置した10ヶ所に加

え，地点4付近の水道水と横島分署の水道水の計

12箇所で採水を行った．そして，採水した試料は

実験室で 0.45mPTFEフィルターでろ過した

後，イオンクロマトグラフィーにより各種イオン

濃度を定量した． 
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  図-1 調査の対象地域図 
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4. 結果と考察 

4-1. ECと水位計 の結果 

 地点4，9，10におけるEC計と水位計の結果

を図 2に示す．上線は排水水位（mm），下線は

EC（mS/m），点は現地調査時におけるECの計測

値を表す．図2の結果より，非かんがい期である

5月以前は潮汐の影響をうけており，水位が上が

っている満潮時においてECの値も大きくなって

いる傾向が確認された．そして，特に地点4，10

では代かきが始まる6月頃を境に水位変動にかか

わらずECの値が大きく変動しておらず，常に低

く一定の値になっていることが確認された．ま

た，地点9においては，地点 4，10と比較して水

位とECに大きな変動はみられなかった． 

 4-2. ECとイオンクロマトグラフィーの結果 

 地点4，9，10と横島分署におけるECと塩化

物イオンの等量の結果を図3に示す． 白点がEC

（mS/m），黒点が塩化物イオン(meq)を表す．図

3より，3月のときにECの値が高くなると，塩

化物イオンの等量も高くなっており，海水の浸入

による影響を受けていることが示唆される．一方

水道水（地下水）は，3月にECと等量ともにわ

ずかに上昇が確認されたが，それ以降は安定した

値を示した．全体の河川を通して，3月の ECと等

量は高い値を示したことも踏まえ，僅かであるが

塩水化の影響を受けている可能性があると考えら

れる． 

5. まとめ 

潮汐による有明海からの浸入で，排水路の塩水

化の影響を受けていることが確認された．また，

地点 4の水道水と横島分署の水質分析の結果か

ら，地下水にも影響が及んでいることが示唆され

た．しかし，かんがい期が行われる6月頃を境

に，全体的にその影響は小さくなっていることが

確認された． 

これらの結果から，かんがいによる用水が海水

浸入を防いでおり，水田の多面的機能が塩水化防

止の役割を果たしていると考えられる． 
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図-3 地点4（左上），9（右上），10（左下），横島

分署（右下）におけるECと等量の結果 

 

図-2 地点4，9，10におけるEC計と 

水位計の結果 
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